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Opportunities to communicate in English in a real and 
meaningful way may be limited in Japan, but they do 
exist. Go find them!!

大学における英語学習の意味：
英語との心地よい付き合い方を見
つけよう⑵

語学教育研究室

古荘　智子

1 ．はじめに
　先々回（No.24）に続き e-learningを利用し、「楽
しく、手軽に」できる英語学習法を紹介します。
言語を習得するために、ある程度時間をかけ学習
を積み重ねていく必要があります。学習すること
自体が楽しい、あるいは、学習内容に興味があり
面白い、と感じられることは、自律的にコツコツ
と学習を継続し、やがて高い目標をクリアするた
めに必要な原動力になります。苦痛や不快ばかり
が伴う作業は、短期間ならば耐えられますが、長
続きはしないことを、私を含めて皆さんも経験を
通し、よくご存知のことでしょう。「ああ、楽し
いなあ」と、夢中になって取り組んでいるうちに
英語の力がついていたら理想的です。「英語を勉
強する」ことを意識せず、英語を通して自分の好
きなもの、興味があることへの世界を広げるのだ、
と考えると、英語に対するアプローチが今までと
は少し変わってくるのではないでしょうか。その
ようなことを踏まえて、今回は web上の映像メ
ディア（動画）を使った英語学習法を紹介したい
と思います。

2 ．English Central を使った英語学習
　English Central（http://www.englishcentral.com） は
英語学習者用に提供されているWeb上の無料サイ
トです。他大学では、正規の授業で利用している
ところもあり、学会では発話の流暢さ（fluency）

の向上などに関する学習効果が発表されています。
筆者も本学のある授業で、補助教材として取り入
れています。毎回授業の導入として、短い時間利
用する程度ですが、受講生は自分の好きな動画を
使い、オーセンティックな英語（英語教材用に加
工していない、生の英語）を視聴しながら、マイ
クに向かって自分もセリフを声に出して録音する、
するとスコアが表示される、という作業に、斬新
さも手伝って、楽しそうに取り組んでいます。先
週の授業では多くの受講生が、つい先日亡くなっ
た前アップル CEOスティーブ・ジョブズ氏に関す
る『スティーブ・ジョブズの印象に残る瞬間』と
いうクリップを視聴していました。教材として利
用するコンテンツはこのようなホットなトピック
から、ニュース、CM、有名人のスピーチ、『ロー
マの休日』のようなクラシック映画や『崖の上の
ポニョ』の英語版に至るまで、ありとあらゆるジ
ャンルのものが含まれています。簡単な操作で視
聴できますので、皆さんもぜひ一度試して下さい。

　 2－ 1．利用方法
　English Centralの利用方法を流れに沿って簡単
に説明します。1）まず初めにビデオクリップを
選びます。クリップの数が非常に多いので、好み
や目的別にカテゴリ分けされた中から選択する
か、もしくは、英語の難易度を目安に選択しま
す。2）次に、ビデオを視聴します。音声は英語
のスクリプトと日本語和訳によって確認できます
が、必要がなければ非表示に設定する事も可能で
す。3）再度ビデオを再生します。今回は、1 セ
ンテンスごとに、ポーズが置かれますので、そこ
で自分の音声を録音します。録音が終了するとす
ぐに採点結果（スコア）が表示され、それと同時
に画面上には、発音矯正が必要な単語が点滅し、
ポイントアドバイスがフィードバックされます。
うまく発音できなかった単語をマウスオーバーす
ると、モデルの発音を聴くことができ、そこで発
音の練習ができます。また、録音した自分の音声
を再生して、発音をチェックしたり、モデルの音
声と自分の音声を比較しながら聞き直すこともで
きます。4）正しい発音を聞きながら何度か練習し、
録音→採点を繰り返し、スコアを目安に完成度を
高めていきます。納得がいくまでスコアを伸ばし
たら（満点があります）、次のセンテンスへと進
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みます。すべてのセンテンスが終了すると、合計
得点と評価（A+～ F）が表示されます。学習が
終了したクリップは、学習履歴へ記録されます。
１つのビデオクリップは約１分程度で、ビデオ学
習にかかる時間は約10分～15分ほどです。

3 ．既知語の知識を生かそう
　筆者は以前から、受講生の皆さんは、比較的沢
山の単語の知識があるにも拘わらず、正確に発音
できない単語が多いこと、そして音読が苦手であ
ることに問題を感じていました。単語と音声が結
びつかなければ、スピーキング、リスニングに支
障をきたします。特にリスニングは、１つ１つの
単語の発音の正確さに加えて、2つ以上の単語の組
み合わせによって起きる、音の融合や連結などの
現象や、あるいは日本語にはない英語独特のリズム
や強勢などを理解し、慣れておくことが大切です。
　話を戻しますが、担当科目の受講生の皆さんに
は、毎学期始めと終わりに語彙サイズを測るテス
トを行っています。テストの結果から、多くの受
講生の皆さんが、自律的な英語学習者に必要とさ
れている最初の閾（いき）値をクリアしている、
またはそれに近いレベルであることが示されてい
ます。苦労して覚えた単語を、実際に使えなけれ
ば勿体ないと思いませんか。既知語（知っている
単語）を使って、自分の好きなアーティストのイ
ンタビューや、映画のセリフなどを声に出しなが
ら、自然に無理なく英語独特の発音やアクセント、
音のつながりやリズムに慣れ、自分のものにして
みてはいかがでしょうか。その過程で遭遇する知
らない単語は、その都度覚えていけばよいのです。

4 ．むすび
　英語学習を取り巻く環境は、情報機器やメディ
アの発展により、驚くほど進歩し、変化していま
す。それに伴い、映像メディアを使った英語の指
導に関する実践や研究も盛んに行われています。
今までは、英語に興味が持てなかった学習者の皆
さんに、そして、英語をもっと勉強したいと思っ
ている皆さんにとって魅力的な英語の学習方法や
教材は、きっと沢山あると思います。授業内外で
学習者の皆さんが、英語と心地よく付き合える方
法（個々人に合った学習方法）を見つけ、それに
よって自律的・継続的に目標へと向かっていける

D.H. ロレンス作
『処女とジプシー』に登場
する黒い男

経営学部

山田　晶子

　文化的生活（既知の世界）と非文化的生活（未
知の世界）の対立は、ロレンスの多くの作品の中
心テーマである。彼は、世界各地を回り、ついに
ニューメキシコへ至る。そこで白人文明に汚染さ
れていないニューメキシコの砂漠の偉大な美、誇
り高い純粋さに感動した。赤色インディアンの踊
りは宗教的なものであり、大地へ吸い込まれるよ
うな印象を与えた。ロレンスの、表面の下へ行き
たいという願いを彼らは成就しているのであり、
それにより強さ、力、精力を与える偉大な宇宙の
生命力の根源と接触しているのである。ロレンス

ようサポートすることもまた、英語の教員にと
って重要な役割の一つであろうと思っています。
TOEICのような即戦力的で、テストの結果（点
数）ばかりが重視される時代ではありますが、興
味の赴くまま知識の世界を広げ、深めていく、そ
のプロセスを楽しみながら、自分の学びのスタ
イルを確立していく作業もまた大学時代には大切
なことのように思います。なお、追記になります
が、上述した『スティーブ・ジョブズの印象に残
る瞬間』の中で、ジョブズ氏がスタンフォード
大学の卒業式で行ったスピーチの全文と動画が、
スタンフォード大学のサイト http://news.stanford.
edu/news/2005/june15/jobs-061505.html/ に掲載され
ています。また、英語と日本語字幕付き動画は
http://sago.livedoor.biz/archives/50251034.htmlなどで
視聴することができます。ジョブズ氏のスピーチ
には、やがては社会へとはばたく大学生の皆さん
にとって腹に落ちる言葉が散りばめられていると
思います。是非視聴して下さい。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


